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１ 研究の概要 

岩手県立大学で研究開発中の整形外科向け術前計画支援システム：JointVisionは3次元画像

に対する入出力、画像編集、画像表示、計測などの基本機能があり、膝HTO、股ARO、人工関

節置換術において、複数の病院で臨床応用を行っており、その有効性を評価している。2021

年度はこのJointVisionの使い易さの向上や新しい表示機能の追加に取り組んでいる。また、

深層学習を用いた骨や筋肉の自動抽出機能、手術手技の自動生成機能に取り組んだ。2022

年では、カスタム骨折プレート機能、お絵描き表示機能、消しゴム機能、高品質ボリューム

レンダリング機能など、機能拡張中である。 

 

２ 研究の目的と背景 

近年、高齢化によって骨折や骨の擦り減りの治療を目的とした外科手術が増加している。

治療には人工関節装着や骨切り術があり、骨の状態や人工関節形状に合った正確な術前

計画の立案が必要である。さらに術中では患者の骨に合った「手術用骨切ガイド」や「カ

スタム骨折プレート」があれば、正確で安全な手術が可能となり、患者と医師の双方に

負担も少ない。本研究ではこれらの要望を満たし、安全で正確な整形外科手術を実現す

る「テイラーメイド整形外科手術支援システム」を構築中である。対象とする部位は手

術数が増加している大腿骨、膝、脊椎、指である。 

 

３ 研究内容 

（１）テイラーメイド整形外科手術支援システムの開発 

本事業ではこれまで岩手県立大学で研究開発してきた整形外科向け術前計画支援システム

（JointVisionと呼ばれる）を基本部分として使用する。JointVisionは3次元画像に対する

入出力、画像編集、画像表示、計測などの基本機能があり、膝HTO、股ARO、人工関節置換術

において、複数の病院で臨床応用を行って、その有効性を評価した。2020年度はこの

JointVisionの使い易さの向上や新しい機能の追加に取り組んでいる。既に完了した機能ア

ップとしては、ユーザインターフェースの向上が挙げられる。2021年度では深層学習を用い

て、骨と筋肉の自動抽出や手術手技の獲得が可能となった。さらに骨折した患者の骨を修復

したあとに、患者の骨表面に合ったカスタム骨折プレートを設計する機能をJointVisionに

追加した。 

 

 



４ 本研究が実社会にどう活かされるか―展望 

骨折治療に多用されている解剖学的骨折用プレートは、平均的な骨モデルをベースとし

て開発されており、個々の患者にきちんと適合することは稀である。個々の患者の骨形

態に合わせたカスタムメイド型骨折用プレートはすでに国内 1社が販売しているが、普

及しているとは言い難い。カスタムメイド型骨折用プレートの制作には CAD 操作の専門

知識を持った技術者と担当医師との間で複数回の打ち合わせが必要であり、納品までに

３週間以上を要しており、デザインの決定が普及の妨げとなっている。我々は医師でも

簡単に利用できる骨の操作に特化した専用ソフトウエアを開発し、デザインと応力解析

の時間を大幅に短縮可能にし、カスタムメイド型骨折用プレートの普及を目指す。副次

的効果として医療の効率化、標準化、コスト削減も可能となる。また、この専用ソフト

ウエアは骨を扱う他の診療科にも容易に応用可能であり、汎用性が極めて高い。 

 

５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

本研究は医学分野、特に整形外科分野に有効である。 

 

６ 本研究にかかわる知財・発表論文等 

カスタム骨折プレートの骨表面への変形アルゴリズムを特許化予定であり、東北大学医学部、

株式会社テクノアーチ、けやき国際特許商標事務所と申請縦鼻中である（2022/5/29現在）。
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７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

http://advancedvislab.com/?page_id=226 （URL） 

http://advancedvislab.com/?page_id=1812 (URL) 

    

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

該当なし 

 

８ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 岩手県立大学（イワテケンリツダイガク） 

住   所： 〒020-0693 

岩手県滝沢市巣子152‐52 

担 当 者： 教授 土井 章男（ドイ アキオ） 

担 当 部 署： ソフトウェア情報学部（ソフトウェアジョウホウガクブ） 

E - m a i l：  doia@iwate-pu.ac.jp 
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